
新潟県立看護大学学長 中島紀恵子

入学生宣誓

2002年4月 に開学 した本学は、今年度の新入生87人 と第1回 の

3年 次 編入生8人 の入学 により、創設時 より予定 していた在校 生の

全員がそろいま した。学生 、教員 ともフルメ ンバーがそろい、400

人近い若者が暮 らすわ が大学の学 び舎 は、朝早 くか ら夜遅 くまで生

命力 にあふれていることを感 じる この頃です。

4年 生 は、現在、訪問看護ス テーシ ョンや市町村での地域看護 学

実習 に取 り組み、それ と並行 して卒業研究 を進 め、一 方で自身の進

路 ・就職を模索 している ところです。初 めての卒業生 を送 り出す完

成年度の翌2006年 度 には、大学 院研究科看護 学修士課程 を開設す

る予定です。大学院が設置されますと、今年度卒業予定の第1期 生は、

就職のほかに、進学 とい う進路も より現実的な選択肢 と して手 に入

れることになります。

現在、全 国には120を 超え る看護系大学があ りますが、半数以上

は本学と同 じか、それ以上 に歴史の浅い大学です。 どの大学 も、卒

業生や在校生に、より質の高い教育 ・研究の場を用意したいという

強い願いから、大学院の設置に取り組んでおり、すでに大学院修士

課程をもっている大学は看護系大学の7割以上になりました。

いま看護は、看護ケア利用者の安心に加え、健康づくりから安全

管理に関連する全ての部門での生活や医療の質に深くかかわり、そ

の保証を左右するのは、看護人材の質にかかっているといっても過

言ではありません。というのも保健医療福祉、中でも医療関係者の

うちの7～8割は看護職です。その仕事は、臓器移植コーディネーター

に象徴されるように、高度な臨床判断力やマネジメントカが、様々

な場面で要求されています。

本学大学院は、自己の能力のいっそうの向上を望んでおられる現

場の看護職のみなさまにも大学院で学ぶ機会を積極的に提供いたし

ます。そのためにも、学部における基礎教育をいっそう充実させな

ければならないと考えております。
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新潟県立看護大学に入学して
第1学年 田中恵美

受験勉 強の甲斐もあ って、今年、新潟県立看護大学 に入 学でき

ま した。希望 していた進路 に進む ことがで きて、とても幸 せに思

います。不安と緊張でい っぱいだ った私です が、新潟 県立看護大

生 とな った今 は、毎 日がとても充実 しています。

高校まで とは違い、専門的な授業 が多く、覚えることはた くさ

んあ りますが、先生方の授業 は分 か りやすく、とても興味がわい

てきます。サー クル を通 じて先輩方 とも知 り合 うことができ、ま

1年 生を迎えて

第2学年(自 治会長)清 水祐一

た、た くさんの友人たち にも恵 まれて、楽

しく有意義な毎 日を過 こ しています。

大学生 にな って 、自由には責任 が伴 うの

だ という事 がわ かってきたようにも思いま

す。勉強の面で も、人 と しての向上の面で

も 、自分の 目標 に向か って、 この先4年 間

を悔 いが残 らぬように精一杯がんば ってい

こうと思います。

2005年 春、新潟県立看護 大学は新入生 を迎えた ことで1学 年

か ら4学 年 まで全ての学年 が初 めて揃い ま した。入学式 に参加さ

せてい ただいた私は、式で とても凛々 しい１ 年生の姿 に今後の4

学年揃 った新 しい学校生活への期待が膨 らみま した。

入学から数 ヶ月た った今 、学外オ リエンテーシ ョンや球技大会 、

各サー クル活動な どにおいて、1年 生 同士の問もか な り打ち解 け

あ って きたことと思います。学年を超えた交流 も今後さ らに多 く

な って いきます。特に大学祭は、学年 間の交 流はもちろん 、地域

の皆 さんと交 流することができる場 でもあ ります。看護大学 に し

かできない、楽 しい大学祭をみんな で作 り上げま しょう。何 かわ

からな いことがあれば、なんでも先輩に聞いてみてください。

大 学生活を楽 しむには、サー クル 活動や学校行事への参 力口だけ

ではな く、学業やアルバイ ト等のバランスを保つ ことが重要です。

何かひとつに偏 りすぎない ように視 野を広

く持つことでよ り一層充実 した学校 生活が

送れるこ とと思います 。今 、この時間、 こ

の場所での学校生活が 、将来 振 り返 った と

きに誇れるもの とな るように内容の濃いも

のに していきま しょう。

保健師 ・助産 師 ・看護 師と、 目標 はそ れ

ぞれです が、そ れぞれの夢に向か って共 に

頑張 っていきま しょう。

3年 次編入生からの発信
3年 次編入生のみなさんか らは、個々のメ ッセージが寄せ られ ま した(広 報)

・対象者 やそ のこ家庭の持つ様々な問題 に目を向け られるよう、広 い視野で学んでいきたいです。(相 田恵)

.看護に対する視野を広げ、 対象者の望む看護 を桿供できるよう学んでいきたいです。(小 田倫子)

・看護学をよ り深 く学問 として学び、よい看護 を実践 して提供 したいです。(小田辺真紀)

・社会人向きのカ リキ ュラムがないので、空き時間を利用 して将来 を模索 します。

(小島美里)

・この学校でよ り知識を深め、よい看護を提供できるように学 びた いと思 います。

(三五祐子)

・よ り広い視点で対象者 にケアをできる力を養えるよう頑張 ります。(武 田美穂)

・楽 しく意欲的に大学生活 を送 り、魅力的な看護 師にな りたいです。(畠 山良子)

3年次編入生のみなさん

■教 員(敬 称略)



■事務局 ・図書館(敬 称略)

英国ウェール ズにて

実践基礎看護学 助教授 堀 良子

私たち 日本人 は英 国のことをイギ リスと呼んでいます。 また私

たちは英国をEnglandと 表現 し、英国人 をEnglishと 言い ます。

何の疑問 も感 じませ ん。だって英語の本にはそ う書いてある しそ

う教室で習 った か らです。イギ リス ってい ったい どこの国の言葉

で しょう。それ らが本 当は間違 っていた り、歴史的な 日本独 自の

外来語 と知 ったの が、私が英 国に行 ってまず最初 に発見 し驚 いた

ことです 。今年冬 、私 はウェールズ大学ス ォンジー校を中心 に病

院、保健 センターその他で感染看護と看護技術教育を中心 に研修

を受けてきま した。そのことで学んだことはたくさんありますが、

ここでは この国のことについて書きたい と思います。

初め私 は、ウエールズのある町でホームステ イを しなが ら研修

を行 って いま した。ホス トフ ァミ リーの ロイは面倒見の とて も良

い人だ ったので すが、私 がつ い英国の ことをEnglandと 言 って し

まう と、必 ずそ れ はBritainだ と正 しま した。正 確 にはGreat

Britainだ と。とてもこだわっていま した。でも後でロン ドンに行

った 時には正確 にはUK(UnitedKingdom)と 教 わ りま した。

GreatBritainと 北 アイルラ ン ドを合わせてUKな のです。そこで

初 めて"い ったい今まで言 っていた ことは何だ ったんだ ろう"と

思 ったのです 。"日 本で はイギ リスと言 うんだ よ"と 言 って も誰

も理解 して くれません。

イギ リスはポル トガル語か ら来ている ことがわ かりま した(広

辞苑 付きの辞書を持 って行 っていたのです)。 英 国はイングラン

ドとウ ェールズ、 スコ ッ トラン ド、北ア イル ラン ドの4つ の 国か

らなる立憲連合王国です。England-English,Wales-WaIsh,

Scotland-Scottish,Northernlreland-lrishと それぞれの国と

その国の母 国語 があ ります 。UK全 体では英語 が公用語です が、

ウェールズでは大学教育は英語で行われるものの 、実習要項 、シ

ラバスや広報に関わるパ ンフレッ ト等 は必ず英語 とウェール ズ語

の併記です し、小中学校 はウェール ズ語で教育されるの が一 般的

です。 ウェールズ語 は全 く英語 と似 ていません。大学の先生 も、

ウ ェールズ出身の先生 は英語 は外 国語 と して勉強 して きた ので比

較的苦手で、発音にWalshな ま りがあ って とて も聞き取 りに くい

のです。また、英語 は流暢だ がウェールズ語は話せな い人 も多い

のです。保健師さんな どは訪 問先 のお年寄 りな どウェール ズ語 し

か話せない人が多 いため両方わ か らないと仕事ができ ないなどの

問題もあ りま した。 ロン ドンは人種 のるつぼで したが 、地 方に行

けば行 くほど白人の地元民の人たちで した。

皆さん 自国 にとても愛着 と誇 りを持 っている と感 じま した。丁

度行 っていた時 にセ ン トデー ビ ッ ド ・デイとい って ウェールズの

国家の祝 日があ って 、子供 たちは民族衣装を着て幼稚 園や小学校

に行きお祝いを します 。大人 たちは国花の黄色の水仙 のブローチ

をみんな胸 に付 けて仕事 し、あちこちでさまざまな行事 が催され

ます。人々はその 日を心 か ら祝 っているよ うで した 。ですか ら、

私のよ うに無知な者が不用意にEnglandな どと言 った ら気になる

のです。 ロン ドンで感 じたことですが、英国 には博物館 はもちろ

んの こと道路沿 いや公 園など至 る所に戦争に関係す る功 労者の像

があ り、戦いの歴史 とともに国家 が形成され今 のUKが あ るのだ

と認 識 しま した 。皆

さんこ存知で したか。

日本 にい るだけで は

考え られな い ことで

す。自分の無 知を恥

じると同時 に海外 に

は行 ってみ るもの だ

とつ くづ く思 った次

第です。 西ウェールズ病院のインフェクション
コントロールナースと

連載５

成人看護学講座 慢性期領域

成人看護学 慢性期領域は、成人期にある慢性的な健康障害をも

つ人とその家族への看護について探究 しています。

成人看護学は2年 次に開講 し、人間の健康 と看護 を基盤として、

成人期の発達段階を踏まえて諸理論や保健の動 向について教 授 し

ます。さ らに慢性的な健康障害 をもつ人々への アプロー チ、つま

り障害をもちなが ら生活の再構築 を必要 とす る患者 の リ八ビ リテ

ーシ ョン看護や慢性病をもちなが らセル フケ ア行動 の形成 ・維持

を促す患者の看護、内科的治療 を受 けな がら生活 するがん患者 の

看護など、慢性期看護の骨子 となる健康 障害 に焦点 をあてて、一

貫 した授業 ・演習 ・実習を展開 して います。4年 次の専 門ゼミナ

ール ・専門実習 ・看護i研究で は、関連文献の グル ープディスカ ッ

シ ョンや文南犬検討を通 して、問題意識 をテー マへ と発 展させ研究

プロセスの学習と同時に看護

の知を深めていきます。

研究活動 と しては、病院、地域 ・在宅な どを含めた療養 の場

において、病を

もちながら生活

する人々の療養

生活を支えるた

めの連携のあり

方や継続看護に

ついての課題に

取り組んでいま

す。
後列左から 直成講師、力口藤教授、酒井講師

前列左から 飯田助手、樺澤助手、内藤助手



3年 次臨地実習を終えて
第4学年 亀尾 美佳

3年 次の臨地実 習は、成人 ・母性 ・小 児 ・老年 ・精神の各 領域

です。約半年間の実習は、情報収集 にア セスメン ト、計画立 案、

実施、記録 に追われなが ら、ものすこい速さで過ぎていきました。

さ らに冬季 には19年 ぶ りの大雪 に見 舞われ ま した。毎朝 夕に雪

かき し、時間は足 りず、筋肉痛 には悩まされ、大変な実習で した。

しか し、患 者さんと話 している時は楽 しく、知識や技術 が身 につ

いて いくうれ しさもあ りま した。

講義 では、 「へ え一」と受け身で聞いている ことが多か ったの

です が、実 習では受け身でいては、誰かが解説 して くれる ことは

あ りません。 だか ら、

自分か ら患者 さん と関

わ り、調 べ、 看護技術

を練習 しま した。そ う

すると、「へえ一」が 「な

るほ ど」 にな り、 「ど

うい うことだ ろう」 と

疑 問を持 ち、興 味がわ

いてき ま した 。わか ら
さいがた病院にて(中 央が筆者)

な いところや困っていることを看護師さんや先生 、学生同士 で木巨

談 した り しな がら進 めてい くと、いつの間 にか楽 しいと感 じられ

ま した。 もち ろん、何 度かへこたれそ うにな りま したが、最後 ま

で各領域の実習をや り通 すことができてよか った と思います。

実習を受 け入れ てくださ った患者さん、1コ指導 くださ ったスタ

ッフの方々、先生方 、相談 にの って くれた皆 さん に心よ り感謝 し

ています。

3年次領域別実習の成果と課題
前実習部会長 深澤 佳代子

昨年の9月からこの2月にかけ、本学開学以来、初めての3年次

領域別実習が行われました。この実習は、2年次の基礎看護学実

習Ⅱの 「病院における看護活動を総合的に理解し、看護を実践す

る者としての基本的態度を養う。また、既知の知識および技術を

基に、健康上の問題を持つ患者に日常生活援助を実践する能力を

養う。」を受け、「治療あるいは療養施設、地域を実習の場とし様々

なライフステージと健康レベルにある人の看護援助を通し、対象

あるいは地域のニーズを把握する能力を身につける。また、個別

性に応じた看護援助の方法を習得する」ことを目的としています。

実習期間中には新潟県中越大震災の発生、例年にない大雪や数

名ですがインフルエンザへの罹患など、実習部会にとって緊張す

る事柄も多くありましたが、半年間の実習を無事に終了すること

ができました。3年 次領域別実習をふりかえり、その成果と今後

に向けての課題を簡単に述べたいと思います。

1.実 習 を通 して学生達に見 られ た成果 について

どの施設でも臨床講師の方々が中心 とな り、臨地実習 について

気 配 りを して下さ ったため、学生は非常 によ い環境で実習 に臨む

ことができ、3年 次 の領域別実習の 目的 を達成 する ことがで きた

と考 え られます。受け持 ち患者決定 には学生 自ら、必ず 同意 をい

た だくことに しているため、患者へ接遇、説明や コミュニケー シ

ョンの とり方 など、かな り緊張 したと思われますが、患者 はもち

ろんの こと、臨床の方々の援助で学生は初めか ら医療人 としての

姿勢を学ぶ ことができたと考え られます。また、看護基礎教育で

学ぶ看護技術 について前 も って提示 していたため、必要 に応 じて

声をか けて いた だき、学生 は思 ったよ りも多 くの経験ができた と

考え られ ます。実習部会 では、どの領域でも学生が積極的 に実習

に臨んでいる、という報告がされていま した。

2.臨 床形態(臨 床指導)つ いて

初めての臨床講師制度の導入 であったため、臨床講師 と従来 の

指導者との相違 に戸惑 った施設 もあったよ うです。 しか し、臨床

講師が リーダーシ ップを発揮 し、臨床 と大学の橋渡 しとな って下

さった施設が多か ったよ うに思 っています。施設によ って は、キ

ャ リア ・ラダーの一環 と して臨床講 師制度 を活用 して下 さ って い

るところもあ り、今後の臨床講師制度 の充 実と発展へと期待が も

たれる ところです。

3.問 題点 と今後の課題

冬期間の実習に伴う悪天候や風邪への対策、災害や事故時の安

否確認など多くの課題があげられました。新潟県中越大震災の発

生後には各領域の教授を通し、連絡網により学生の安否を確認す

ることができましたが、地震の影響で実習の継続が不可能になっ

た領域もありました。これについては、別の施設の協力により実

習場所を変更して継続することができました。しかし、受け入れ

る学生の人数などの問題が残されました。

また、実習へ行く途中の交通事故による怪我が1名 、実習中に

気分が悪くなり転倒して顔面に切り傷を作ってしまった学生も1

名いました。実習に向かう途中、大雪のため実習施設に時間まで

に辿り着かず施設の方が迎えに出て下さり、帰りには駐車場の雪

かきもして下さるなど、至れり尽くせりの対応をして下さったと

ころもあったようです。事故時の対応や学生から大学への連絡方

法の充実、連絡網など、実習部会で再確認をいたしました。

このように長期にわたる領域別の実習においては、開始前に万

全と思っていても、予想だにしなかったことも多く発生し、実習

時期や施設、事故や災害時の対応など完成年次に向け、さらに検

討していく予定です。

最後になりましたが、素晴らしい実習環境を提供してくださっ

た各実習施設の方々に心より感謝申し上げます。

「専 門 ゼミ― 専 門 実 習一 看 護研 究 」始 ま る

4ヶ年の学業の総まとめとして

コーディネーター代表 柿川 房子

大学生と して4年 間の学業の総まとめである専門ゼミナール(2

単位)が 始ま りま した。

これ は専門実 習(2単 位)、 看護研究(2単 位)と 連動 して学習す

るよ うに計画 され ています。専門ゼミナールが始まると同時 に、

看護研究 の講義が第1回 、中島 学長の 「実践的看護研 究の意義」

に始ま り、 「文献を読む」堀助教授 、 「看護研究の調査方法」加城

教授、「論文を仕立てる」野地教授が、それぞれ基礎的な研究に関

する講義を担当しました。また酒井講師、斉藤助手、飯田助手に

よる各々の修士論文作成プロセス等の研究体験談は、その苦闘の

様子に学生から思わず笑いや拍手が起こるほどに良い刺激になっ

たようでした。7回 にわたる講義は非常に効果的でした。

いずれも専門ゼミで、設定された10一 看護専門領域において、

学生は、自分で選択した各専門領域のテーマについて、文献等を

通して批判的に読む力を養い、指導教官やグループメンバーとの

討論を通して、適切に発表する力や看護研究に関する基礎的知識

を発展させるようなかたちで学習を進めていくことになります。



今後7月 か らは、4日 月曜 までに実習場所な らびに研究テー マ

を提出 し、それぞれの課題に沿 って、さ らにその専門性 を高めるた

めに自 ら目標 をたて、計画を立案 して、実習がスター トします。

最:終段階と して、指導教 官の指導の下 に看護計画書 を作成 し、

論文、 レポー トと してまとめ、発表 し、討議 、助言 を得て 、最終

的に指導教 官へ論文を提出 します。

専門ゼミ終 了、実習の段 階でそれぞれの指導教官の専門領域 に

ずれが生じる場合も

出てきます。そのよ

うな状況が生じた場

合にはそれぞれの指

導教官と学生の問で

柔軟に調整をするこ

とができます。

専門ゼミのひとこま

論文提出は12月7日(水)17:00、 論文発表会は1月17

日(火)、18日(水)、 最:終論文提出は2006年1月26日(木)

とな っています。

新潟県立 看護 大学の第1期 生 の看護研究 レポー ト ・論文

として 、大 きな期待を持 って います。アカデ ミックな軌跡

の第1歩 となることには間違 いあ りません。

センター長に就任して

看護研究交流センター長 吉山 直樹

「看護研究交流センター」という組織

の存在を聞いて驚愕したのは、3年余り前

に中島紀恵子学長から親しく新しい研究

組織の話を聞いた時です。このようなも

のがあれば素晴らしいな、と思いつつも、

それを実現した中島学長の慧眼に頭がさ

がる思いでした。そして組織の出発の時

から私は副センター長を仰せつかったの

ですが、離島の診療所長を離任したばか

りで数年以上も研究活動 らしい ことが何 もで きずにいたので、自

信は全 くあ りませんで した。 これ まで まった く夢 中で、ヨチヨチ

歩きで前センター長の後をついて来ただ けで すの で、今後 もこの

大任につき、皆様のお助けをお願 い申 し上 げます。

さてセ ンターですが 、平 成17年 度 以降の新 しい運営 システム

が検討された結果 、4月 よ り新 しい組織上 の変更がお こな われま

した。次の諸点です。

① 所期の目的を達成 したので、ネ ッ トワー ク部会を発展的 に解消

し、lTに 関する研究グループ としての活動 に深化 させ ること

と しま した。

② 平成16年 度 まで はセンターは部会毎 の会議で運 営されて いま

したが、地域 貢献と協同活動の強化のため に中心組織 と して運

営会議を常設 しま した。

◎ 生涯学習 ・研 修支援部会を中心に、地域の大学や諸施設 との協

同事業を強化 してい くこととしま した。

④IT環 境の強化 が地 域連携の要である、とい う観点か ら新たな

研究活動と して取 り組 むこととしま した(① と関連)。

昨年 は中越地域 が未曾 有の大型地震(新 潟県中越大震災)に 襲

わ れま した。多 くの本学 の教 員と学生が可 能な限 りの力を振 り絞

り、教務 ・学業の合 間を縫 ってボランティア活動に従事 してまい

りま した。 この経験か ら私共 は貴重 なものを得てきた、と思いま

す。被災者の方を対象 と した"待 ったな し"の ケアの実践は、決

して価値の低いものではない、これこそ正に 「実学」 と思います。

研究機関 とい うの は、確 かに不易 の科学的真実に迫る実証的研究

を 目的 とするもので はあ りますが、人 はこの建物 の中で学んでお

ればそれでよ し、 とい うもので はあ りません。広 い世界 に飛び出

し、そ こでの希有な経験を積む ことから学 び、そ してその実践に

芽生えた想念か ら多 くの研究がスター トす るのではないかと考え

ます。これ こそが究極の地域貢献であ り、あの天災 は無 言の内に

我々の看護研究交流セ ンターが進むべき方 向の一 つを教 えてくれ

たのだ ろう、 と思います。

今後とも 「看護研究交流セ ンター」 を、よろ しくお願 い申 し上

げます。

２００４年度 看護研究交流センター申間報告会開催
2005年2月3日(木)、 本 学第1ホ ール において、2004年 度

看護研 究交流センター地域課題研究費 「中間報告会」が開催 され

ま した。

中島センター長(当 時)の 挨拶 に続 き、分野1「 地 域のヘル ス

ケア ・ニーズに基づく支援 に関する研究」(座長:田 中キミ子教授)

3演 題、分野2「 継続看護 における連 携シス テムの構築 に関する

研究」(座 長:佐 々木 美佐子教授)2演 題 、分野3「 看護職の臨床

能力 向上のため の教育プ ログラム開発 に関する研 究」(座 長:杉

田収教 授)2演 題 、分野4「 豪雪地域 における高 齢者の居 宅での

保健医療福祉サー ビスの効果的提供」(座 長:杉 田収教授)2演 題

の計9つ の課題について報告 があ りま した。

最終報告 に向けて、支持 的、あるいは時 に厳 しい指摘 が交換さ

れ、吉山副センター長(当 時)の 挨拶 によ り閉会とな りま した。

2004年 度後期 生涯学習支援事業実施報告

1)専 門講座 「看護研究ステ ップア ップコース 中間報告会」

日 に ち

受講者数

講

師

2005年2月19日(土)

研究発表者3名 、当 日受講者2名 、その他9名

小林優子(前 本学助教授)

直成洋子(本 学講師)

酒井禎子(本 学講師)

本講座の受講者は、2003年 度 、2004年 度本学看護研究交 流

センター主催の 「看護研究の基礎」の受 講経験 者で、看護研究 の

テーマが明確であ り研究計画立案 がされ ている方を対象 と しま し

た。今年度 は初めての 開講ですが3名 が受講 しま した 。昨年9月

に 「研究のまとめ方」および 「統計処理の しかた」の講義 を受講

した後、2月 までの半年 間で月1回 、ア ドバ イザーの 指導を受 け

なが ら、研究計画書の見直 し、研究の実際、まとめ、中間報告(プ

レゼンテーシ ョン)と 一連の研究過程を学 ぶとい う計画のも とで

本講座 は進 みま した。今年度は、中越大震災 の影響でア ドバイザ
ー との面談 の時期を調整せざるを得ない こともあ りま したが

、 ほ

ぼ順調なペースで研修が進ん だと考え られ ます。

中間報告会の参 加者は14名 で した が、他施設 か らの看 護師の

出席 もあり、ディスカ ッシ ョンが活発 に行われ 、有 意義な講座 と

な りま した 。研究 発表者 が今回の研究を完成 させ学会 あるいは研

究会等でその成果 を報告 していただける こと、 また施 設内で研究

の指導者と して御活躍 いただ ける ことを期待いた してお ります。



2)専 門講座 「看護英会話冬期セミナー」

□ に ち2005年3月14日(月)、15日(火)

受講者数 5名

講 師 中村博生(本 学助教授)

3)専 門講座 「看護情報処理冬期セミナー」

日 に ち 第1回2004年12月16日(木)・17日(金)

第2回2005年1月20日(木)・21日(金)

受講者数 第1回12名 、第2回12名

講 師 橋本明浩(本 学助教授)

本年度冬期 セミナーは、参力口人数の関係 と受講者の レベル に合

わせ て、中級以 上の教 材を用意 して実施 しま した。1日 目は、病

棟 での会話 を文法的な説明(関 係代名詞 と現在完了形)を 力口えな

がら、実際 に応用できるように練習 しま した。2日 目は、外国人

講師 による"Havin　 ababy　 will　change　 you！"と〝Letlstalk

aboutATARIMAE"と 題する2つ の話 を聞き、講師 との英語での

やりとりの中で、コミュニケーションスキルを学 びま した。 また、

2日 目の午後 は、少 人数のメ リッ トを生か して、外国人講 師と多

くの時間一対一で実践的な会話練習を行 いま した。

参加者の評価は、日程 については概ね良好で、講座の内容の質 ・

量ともに 「ち ょうど良い」が大半 を占めま した。少人数のため一

対一での会話が十分 にで きたの で、とても好 評で した。また、外

国人講師 によるス ピーチ も、受講者個 々に対応 したインターラク

シ ョンがあ り、わか りやすいという評価を得る ことができま した。

今回の看護情報処理冬期 セミナーは、看護職 に必要 な基本的な

コン ピュータ リテ ラシー を身 に付けるため、前半 に 「上 手で高速

な情報検索技術 と正確な情報 の取得、活用」や 「構造 的な ワー ド

プロセ ッシング技術」 に関するインス トラ クシ ョンがなされま し

た。また、後半で は、やや専門的な 「データベー スと表 計算 ソフ

トウエア操作」 と 「プ レゼンテーシ ョン技術」の演習 がなされ 、

最後に 「総合討論」 が行 われ ま した。

本講座 は、少人数 のセミナーで、補佐員(サ ブテ ィーチ ャー)

を置き 、一人一人 にいきとど く講座を 目指 しています。受講者 は

ほとん どが遠方 か ら来 られた にもかかわ らず、早朝か ら熱心 に質

疑応答を行いなが ら2日 間のセミナー期 間を過 こ しま した 。

受講者 か らは、今までほとん ど使えな かった り、 自己流 で使用

して いたエクセルやパワーポイ ン トの使 い方を学び、表作成 や表

計算 、プ レゼンテーシ ョンの仕方な どが簡 単にできる ことがわか

って、参考 にな ったという意見が聞かれま した。

(以上、本学ホームページより一部変更のうえ転載)

１.外 部評価委貫 による「「自己点検・評価」の実施

完成年度 に向けて、昨年、大学の3年 間の評価 をするための報

告書 「本 学の現状 と課題 平成14年 度～16年10月 に至る本学

の 自己点検 ・評価」 を、教員組織 である自己点検 ・評価委員会が

中心 とな って、作成 しま した。これをも とに、2005年2月22日

(火)、 野口美和子先生(自 治医科大学看護学部 学部 長)、 前原

澄子先生(三 重県立看護大学 学長)、 渡辺隆先生(上 越教育大

学 学長)を 外部評価委 員と してお招き し、 「自己評価 ・点検

外部評価委員会議」が行われま した。概要説明、質疑、視察の後 、

全教職員 を対象 に外 部評価委員の先生方か らご講評をいただき 、

大学組織 、授 業評価、図書館の整備等多岐 にわた って評価 を受 け

ま した。これによ り、大学の将来的な改善点 につ いて多 くの示 唆

を得 ま した。

灘.上 越教蕎大学との地域翼献に闘する遵繕協議会を設置

かねてより本学と上越教育大学の間で検討されていた地域頁献

を推進するための連絡協議会が正式に発足する運びとなり、

2005年3月16日(水 曜日)、午後2時30分 より本学大会議室に

て覚書締結式が行われ、渡辺隆上越教育大学学長と本学の中島学

長によって覚書が交わされました。

連絡協議会は両大学の学長、教員を代表する者各2名 、事務職

員を代表する者各1名 等で組織され、以下の構想の具体化に向け

て検討を進めてまいります。

締結式(左 は渡辺上越教育大学学長)

構 想

① 教育研究成果を広く地域社会へ還元することを通して、地域
への大学の貢献に寄与する。

② 両大学のもつ知的 ・人的 ・物的資源を相互に支援することに

より、両大学のパワーアップを図る。

③ 上越地域の市と連携して地域貢献を推進する。

３

.２００４年度学長特別研究費

『個人研究 ・共岡研究中間 報告会』を 開催

標 記報告会は、2005年1月13日(木)、 本学第1ホ ール にて

開催 されま した。中島学長の開会挨拶 に続き、個人研究12題(う

ち2題 は誌上報告)、 共 同研究3題 の途 中経過 ならびに成果の一部

が報告 され ました。

会場では研

究方法や進捗

状況に関して

活発な意見交

換が行われ、

杉田研究交流

委員長(当

時)の 挨拶を

最後に閉会と

なりました。
学長特別研究費 中間報告会でのプレゼンテーション

4.２００５年度 科学研究 費補助金の採択状況

1.新 規採択課題

2.2005年 度着任教員の継続課題



５

.２OO4年 度 海外研修 報告会を開催

昨年度、海外研修 に行かれた教員の報告会が2回 にわた って開

催されま した。第1回 は、2004年11月12日 に開催され、イギ

リスに行 かれた小林恵子講師(研 修課題 地域母子保健サー ビス

および子ども虐待へのケアサー ビスに関する研修)と 和 田佳子講

師(研 修課題 分娩事情および妊産褥婦ケアに関する研修)か ら

報告をいただきま した。

また、2005年2月21日 の第2回 は酒井 禎子講師 が報 告者を

つ とめ、オース トラ リアにおいて開催された 「第13回 国際がん

看護学会学術集会」への参加 に関 して報告されま した 。こ自身の

「日本のがん看護 にお ける代替 ・補完療法の使用とその効果」 と

題 した発表内容以外 にも、今 回、国際学会への初エン トリーだ っ

た ことにまつわる失敗談な ども こ披露いただき、昼の1時 間 を有

意義 に過こ しま した。

酒井講師による海外研修報告

６

.２００４年度の教員相互による授業参観実績

FD委 員会によ り、初 めての試みである教員相互の授業参観 が

行われ、表のように実施 され ました。 これは、教員が互いの授業

に参力口しあ うことを通 して、相互理解を深めるとともに、教育力

の向上に資することをね らったものです。

企画 した前FD委 員長 の関谷教授 によれば、参観者か らは"授

業を見学することによ り、他教員の担当科 目の教育内容 が分 かっ

た。いろいろな教育方法 がある ことが参考にな った。各科 目の教

育内容をお互いに知 り合 うことにより、内容の重複を避けた り、

積み重ねの効果を期待 した りで きるのではないかと思った。本学

の4年 間の教育全体 を見通 しながら、どの ような 内容 について、

どのよ うな効果を期待 しながら、どの 時点で とりあげ、どのよう

にして進めてい くのか、という観点で見直す必要があると思われ

た"な ど、一方の見学される側の立場 からは、"学 生以外の授業

参加者がいる ことに対する適度な緊張 と刺激があ ったことも良 か

っだ な どの意見交換 があった ことが報告されま した。

今年度は 「公開授業」 と名称 を変更 し、引き続き実施されてい

ます。

２００４年度学内教員による授業参観実施状況

7.ふ れあい実習 報告会

第3期 生(現2年 生)が 昨年度実施 した 「ふれあ い実習」の報告会

が 、2005年3月3日 、本学 の第1ホ ールで 開催 さ れま した 。

2004年 度の当該実習が計画されていた前の週 に中越大震災 が発

生 した関係か ら、中越地区にホームステイ を予定 していたグル ー

プを中心に、大幅な計画の変更を余儀なくされました。そのため、

実習時期の延期のほか、一部を震災支援活動 に変更 する対応 もと

られま した。

報告会当 日は、実習 グル ープことに1畳 程度の 自作 ポスターを

掲示 し、学生が、フロアのあちこちで、参加者 の質問に応対 して

いる様子がみ られま した。実習を通 して学生 が体 験 した内容は非

常 に多 岐にわたっていま

した が、学生 の表情 か ら

は、その多様 さの中か ら

も人々の生活 を実 感でき

た ことの満足感 が伝わ っ

てきま した。

８.地 域看護 学案習について

ふれあい実習報告会

村松町クループ

3、れあい実習報告会

災害支援クループ

4年 次の地域看護学実習 を受け入れていただく保健所、市町村、

ならびに訪 問看護ステーシ ョンの実習担当の方々においでいただ

き、2005年2月16日 、本学 にて地 域看護学実習担 当者会議 が

開催 され ました。

地域看護学実習を構成する地域診断実習、保健所 ・市町村実習、

訪 問看護実習 は5月9日 以 降、展開され 、4年 生 はそれぞれの 機

関でこ指導 をいただきなが ら実習に取 り組んでいます。詳 しい実

施報告 は次号、掲載の予定です。

連載４

映画サー2,猟_出 認_M㌍_9_"昂"W蝋MWρ_嘲__ 広報 木暮あすか ・本田康裕 監督 佐藤泰宏

映画サークルでは 「桜 蓮祭」 での上 映を目標 に、毎年1～2本

の作品を制作 してい ます 。2003年 春 、2期 生、佐藤泰宏の 「映

画を作 りたい」 とい う強い思いに賛同 した仲間が一つ にな り映画

サークル を設立 しま した。設立初期は絵 コンテな しで 、全て手探

りの状態で進 めていま した。当時部員数]3人 で スター トした 映

画サー クル は、本年度新 たに1・2年 生を迎え、現 在の部員数 は

50人 までにな りま した。監督を 中心 に脚本 ・絵 コンテ ・演 出 ・

撮:影・編集など全ての工程を学生が手が け、楽 しい雰 囲気で充実

感を感 じなが ら仲.良く活動 しています。

2003年 は"生 きる こと"を テーマ に した 「幸せな未 来」 、

2004年 は"友 情"を テーマに 「Mellow」 という作品を制作 し

ま した。本年度の作品のテーマは 「恋愛」です。現在、2005年

11月 の第3回 桜 蓮祭 に向け、今 までの経験や技術を生か し更 なる

飛躍を目指 して、試行錯誤 し

なが ら取 り組ん でいます。皆

さんが楽 しめるよ うな作品ができるよ う努力 してい ますの で、是

非観に来て下 さい。



■試験科目等

平成18年度入学試験の概要

■募集人員

※一般選抜入試前期試験の募集人員には、社会人特別選抜の若干名を含む。

2.平 成18年 度3年 次編入学試験の概要

※一般選抜入試を出願する方は、平成18年 度大学入試センター試験で本学が指

定する教科 ・科目(5教 科6科 目)を受験する必要があります。詳しくは教務学生

課教務係(電 話025-526-2811)ま でお問い合わせください。

3.オ ー プン キ ャンパス

期 日

新潟県立看護大学の概要や来年度の入試概要を、受験希望の方や、看護系へ進学を考えている皆さんに知って

いただ くため、オープンキャンパスを開催 します。お誘い合わせのうえ、ぜひこ参力口下さい。

第1回 二平成17年7月28日(木) 第2回:平 成17年8月3日(水)

各回とも12時 か ら受付を開始し、所要時間は13:00～17:00の 予定です。

内 容

申込方法

問 合 せ

大学の概要、平成18年 度入試日程のほか、施設案内、体験学習、個別相談を行います。

参加希望の方は、事前に 「氏名」、「学校名」、「参加希望日」を、電話、Fax、又はメールにて、下記までお知 らせ下さい。

(毎回120名 程度の定員としますので、本学で参加日を調整させていただくことがあります)

教務学 生課 学生係 電 話025-526-2811、FAXO25-526-2815、E-mai1:kyoumu@niigata-cn.ac.lp

4.平 成17年 度1年 次入学者状況

5.平 成17年 度3年 次編入学者状況

今年度 もさまざまな公開講座(生 涯学習 ・

研修支援事業)を 企画 しております。一般公

開講座と しては、永井敏枝氏による特別講演 「自らの歩みから得

た看護i観を通 して看護技術の意味を問う」、シリーズ 「海外の看

護と日本の看護」、エルダ リースクール 「サクセスフル ・エイジ

ン グへの 挑戦 」、専 門 講座 と して 「看護 研 究」 「看護 英 会話 セ ミナ ー」

「看 護情 報処 理セ ミナー 」な どで す。

詳 しくは本学 ホー ムペ ー ジ(http://www.niigata-cn.ae.jp)を こ

らん い ただ くか、 本学 教務 学 生課(電 話025-526-2811)ま で

お問 い合わ せ くださ い。

編集後舘

今号では、完成年度を迎えた本学が、 「看護の質の向上を目指 した良き看護者育成」という目標のもと、全学年が揃 って本

格的に活動 している様子を取り上げました。

学生については、新入生 ・編入生の看護学への新鮮な気持ち、臨地実習中のいきいきした表情、仲間との活発なサークル活

動などが紹介されています。また教職員の動向、ならびに研究活動等に関連する記事と して、新任紹介、講座紹介のほか、学

長特別研究費の中間報告、海外研修報告、地域に根ざ して充実 しつつある看護研究交流センターの運営など、様々な活動 ・動

向をご報告 しま した。さらに、入学試験や高校生を対象 としたオープンキャンパス等の情報も掲載 しております。

今後の本学が発展するために、こ意見や感想をお寄せ下さいますようお願い します。(広 報委員 田中キミ子)

新潟県立看護大学
NiigataCo踊egeofNursing

本学 ホームページ

http=//www.niigata-cn.ac.lp

広報委員会
〒943-0147新 潟県上越市新南町240番 地
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